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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例 

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

水際域の保全・再生・創出、蛇行水路・旧川・緩流域の保全・再生・創出
掘削（低水路）、護岸整備、河道法線修正、魚道、落差工、帯工等の整備、階段工の整備
河川景観への配慮、歴史・文化への配慮、施工管理

川原川総合流域防災事業による復興かわづくり
二級河川気仙川水系川原川

河川改修
段 階 ：

11.72km2 整 備 計 画流 量：
平成24年度

＜背景＞
　川原川は陸前高田市の中心市街地を貫流する河川で、従来から市民の生活に密接に関連する河川
であった。平成23年の東日本大震災により中心市街地が甚大な被害を受けたことから、震災からの復
興まちづくり計画に基づき復興土地区画整理事業と一体となった河川改修を進めているところである。
　周辺の土地利用や環境が大きく変化したことから、河川改修の計画を一から見直す必要が生じた。
＜課題＞
　周辺事業との一体的な設計検討や施工計画を綿密に調整しながら事業を進める必要がある。
＜目標＞
　川原川の歴史や景観に配慮し、沿川住民の記憶を再現し人々の記憶に残る「川らしい川」をつくる。

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

C（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価時）

河 川 分 類 ：

事業開始年度：

　①河床埋戻し時の低低水路整備により、自然の力で水際が形成されることを期待
　②震災前の記憶の再現や景観に配慮した、川原川に従来から存在した石積護岸を整備
　③護岸を設けない緩傾斜河岸により、水辺へのアクセス（親水性）を確保

中小河川
河 川 の 流 域 面 150m3/s セ グ メ ン ト ： 1

定性的

震災前の川原川

石積護岸
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低低水路を設ける
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